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研究成果の概要（和文）：『続猿蓑』の連句について付合分析を行い、「かるみ」が高度な思考活

動と句作段階での捨象・推敲を伴って実現することを、明らかにした。それが同時期の俳壇全

体の中でどう位置付けられるかを明らかにするため、元禄期の全俳書を調査し、その基礎的な

データを刊行した。その中から、地方俳書の一つである『備後砂』に着目し、その分析を通し

て、「かるみ」とは異なる地方俳諧の実態を明らかにした。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Firstly , we analyzed renku works of Zokusarumino, and made the 

essence of “ karumi” clear . “Karumi” is a result of complicated thoughts and 

simplifications .  To comfirm this within all the sphere of Haikai, we investigated all the 

Haikai books in Genroku period . Then , we studied renku works of Bingozuna , which is 

one of the Haikai books in the period , and made clear the essence of local Haikai , which is 

not similar to “karumi”. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、平成 18～20 年度に科学研究費
補助金を受けて行った研究、「『炭俵』『別座
敷』の分析による「かるみ」の研究」（課題
番号：18520127）に連接するもので、その成
果を十分に活用しながら推進すべく、計画し
たものである。そのことについては、以下、
三つの点に分けて説明する。 

 

（１）内容的な面では、『炭俵』『別座敷』の
連句分析を通じて、「かるみ」の内実がより
明らかになってきた。すなわち、それは、高
度の思考活動を行いながら、句の表面にはそ
の痕跡をほとんど残さないほど、潔い捨象と
推敲によって、簡潔・平明な作品にしていっ
たものにほかならない、ということである。 
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本研究は、『続猿蓑』を通してその仮説の検
証をしようとするものである。そして、方法
的な面では、三段階による付合分析（後述）
の有効であることが、先の研究から浮かび上
がってきたので、これを全面的に利用するこ
ととした。 

 

（２）また、地方俳書との比較という視点も、
先の研究（「『炭俵』『別座敷』の分析による
「かるみ」の研究」）を実施する中で浮上し
たものであり、やはりこれを発展的に継承す
るものである。 

 

（３）さらには、これらの研究を底面から支
える基礎的データ作りとして、これも先の研
究で開始した作業である、元禄期前後の俳書
に関する網羅的調査を、継続的に行い、『元
禄時代俳人大観』と題し、刊行をめざしてま
とめることにした。 

 

 

２．研究の目的 

（１）本研究の目的は、「１．研究開始当初
の背景」にも記したように、先の研究（「『炭
俵』『別座敷』の分析による「かるみ」の研
究」）を推進する中で得た仮説を、より確説
に近づけていくことにある。その仮説とは、
これも前述の通り、「かるみ」は、高度な思
考活動を前提にしながら、その痕跡を残さな
いように句作をした結果、単純化と平明さが
きわだつようになった作品の傾向にほかな
らない、というものである。また、その作品
が魅力的なものとなるためには、推敲と捨象
の努力が欠かせず、この点において、芭蕉以
外の連衆には力量のばらつきが見られる、と
いうものでもあった。『続猿蓑』の付合分析
を通して、このことの検証を進めるのが、本
研究の最大の目的である。 

 

（２）そして、上記のことを、俳壇全体を見
渡しながら明らかにしていく、ということも、
本研究の大きなポイントの一つである。元禄
期は、俳諧が全国的に広まりつつあった時期
にあたり、とくに芭蕉没後は、門弟たちによ
って、「かるみ」風の俳諧が各地に伝播して
いく。それらのことを考え合わせ、元禄期の
地方俳書に目を向けて、これを『続猿蓑』な
どを分析する際の、比較材料にしていくこと
にする。 

 

（３）そのことと関連して、蕉門を含む俳壇
全体の状況を把握するということも、この研
究の副次的な目的ということになる。先の研
究（「『炭俵』『別座敷』の分析による「かる
み」の研究」）において着手した、元禄前後
の全俳書を調査し、俳書と入集者の一覧をデ
ータ化する作業が、そのためには欠かせない。

これを推進し、作業を完了させた上で、デー
タをまとめていくことも、本研究の目的の一
つということになる。 

 

 

３．研究の方法 

（１）『続猿蓑』所収の連句作品について、
三段階による付合分析を通して、特色を明ら
かにしていくことが、本研究の主たる方法で
ある。それは、 
①作者は前句のどこに着目し、どのような
発展的理解をしたか。 

②それに基づき、この句ではどのような内
容（人物像・場面・情景など）を示そう
としたのか。 

③実際の句作にあたり、どのような表現・
材料を選んだのか。 

という三段階で付合をとらえるもので、これ
は『炭俵』『別座敷』の検討を通して獲得し
た方法にほかならない。 
 
（２）そして、二つめの目的である、地方俳
書の分析においても、同じ三段階の付合分析
を当てはめていくことにする。蕉門以外の俳
書（とくに地方俳書）にはほとんど手が付け
られておらず、この点では、地方俳諧研究の
方法論的な開発も行いたいと考えている。そ
の作業を通して、蕉門の「かるみ」と地方俳
書の共通点や相違点を、具体的に明らかにし
ていくのであり、具体的には、元禄八年刊行
の備後三原の俳書、『備後砂』を取り上げる
ことにする。 
 
（３）上記二つのことと並行して行うのは、
同時期の俳壇情勢を正確に把握し、他門の作
品を比較の材料とするための、元禄時代前後
の全俳書に関する網羅的調査である。ここで
も先の研究（「『炭俵』『別座敷』の分析によ
る「かるみ」の研究」）から得られた調査・
分析の方法を踏襲し、各俳書を調査して、書
誌的事項を整理し、入集者の一覧を作ってい
くことになる。その成果は「元禄時代俳人大
観」と題して公表し、さらにはこれを一書に
まとめていくことを目論んでいる。 
 
 
４．研究成果 
（１）『続猿蓑』所収の連句については、歌
仙二巻の分析を終え、二本の論文にまとめた
（一本は入稿中）。すなわち、 
 ①佐藤勝明・小林孔、「『続猿蓑』「八九間」

歌仙分析」（『近世文芸研究と評論』80、
2011・6、ｐ130－146） 

 ②佐藤勝明・小林孔、「『続猿蓑』「雀の字
や」歌仙分析」（『近世文芸研究と評論』
82、2012・6 掲載予定） 

の二つである。 



また、この作業を行う中、『炭俵』や『別
座鋪』の連句作品を改めて見直す必要が生じ
たため、その点にも力を注ぎ、三本の論文を
発表した。すなわち、 
①佐藤勝明「『すみだはら』「むめがゝに」
歌仙分析」（『和洋女子大学紀要』50、
2010・3、ｐ13－24） 

②佐藤勝明（「『別座鋪』「紫陽草や」歌仙
分析」（『和洋女子大学紀要』51、2011・
3、ｐ13－24） 

③佐藤勝明（「『すみだはら』所収連句の傾
向」（『和洋女子大学紀要』52、2012・3、
ｐ1－12） 

の三つである。 
これらを通して、次のことが明瞭になって

きた。すなわち、「かるみ」とは、高度な思
考活動を行いながら、その痕跡を残さないよ
うに、表現・形象面での捨象や単純化・平明
化を図ったものであること、である。その過
程での芭蕉の労力には、並々ならぬものがあ
り、門人たちには及ばぬ面もあること、芭蕉
の推敲の手を経て、作品は大きく改善される
ことも、具体的に明らかにすることができた。
これらは、従来の「かるみ」論では抜けてい
た視点であり、これに基づいて、新たな「か
るみ」論が築けるものと確信するに至った次
第である。 
 
（２）そして、本研究のもう一つの目的であ
る、地方俳書に対するアプローチとしては、
備後三原の俳書『備後砂』（元禄八年刊）を
取り上げ、具体的な分析を通して特色を明ら
かにし、これを一つの論文にして発表した。
すなわち、 
  佐藤勝明、「『備後砂』所収連句の傾向」

（『近世文芸研究と評論』77、2009・11、
ｐ82－90） 

である。 
これによって得られた結論は、「かるみ」

とは隔絶した俳諧が、「かるみ」と同時期の
地方俳諧では行われていた、ということであ
る。また、その俳諧の根底には、談林調と同
一素材・表現の多用が確認された。「かるみ」
との関連で、芭蕉らと同時代の地方俳諧につ
いて研究されたことはないといってよく、元
禄時代の地方俳諧そのものについても、これ
まで報告されたことはほとんどない。この視
点は、今後の地方俳諧史研究においても、大
きな示唆を与えるものと考えられる。 
また、備後地方に関する俳書調査の一環と

して、尾道大学附属図書館に蔵される下垣内
文庫の悉皆調査を行い、これを下垣内文庫研
究会編『尾道大学附属図書館 下垣内文庫目
録』、（尾道大学、2010）にまとめて刊行した。
これも、今後の研究に資するところ大である
と確信する。 
 

（３）元禄時代前後の全俳書に関する網羅的
な調査は、すべての作業を終え、八木書店か
ら『元禄時代俳人大観』全三巻（2011・6～
2012・3）として刊行するに至った。 
本書刊行の意義は、これによって、元禄俳

諧全体を俯瞰することが可能になった、とい
うことが挙げられる。第三巻には、第一・二
巻の俳書索引・俳人索引はもちろん、今栄蔵
氏による『貞門談林俳人大観』（中央大学出
版部、1989）の俳人索引をも加えたので、近
世前期の俳壇史そのものがここに凝縮され
たと言っても過言ではない。 
本研究が主として取り上げた、『すみだは

ら』『別座鋪』『続猿蓑』など、蕉門撰集を俳
諧史の上に正確に位置付けることも、本書を
もってはじめて可能になったわけであり、本
研究のもう一つの作業である、地方俳書の調
査・研究にあたっても、本書がその基本的な
文献となり、データの提供源となったわけで
ある。 
 本書は、先の研究（「『炭俵』『別座敷』の
分析による「かるみ」の研究」）や本研究の
副産物ではあるものの、前述の通り、近世前
期の俳壇を俯瞰するための基本的図書とな
ることは間違いなく、今後、本書が俳諧研究
に果たす役割は決して小さくないと確信し
ている。 
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